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日本社会はなぜ変われないのか
ИЙ被災地は問いかけるИЙ

長 谷 川 公 一

　1．被災直後の夢と 10 年後の現実

　本年(2021 年)2 月 13 日夜 11 時頃，福島県沖を

震源とする大きな地震が東北地方を襲った．あた

かも 10 年前を忘れるな，風化なぞ許さないぞ，

という「天の声」のような強い揺れだった．

　10 年前の発災直後ランドセルを学校に残し，

内履きのズック靴のまま帰宅した小学 5年生の息

子は既に大学生だ．当時の大学 4年生は 32 歳前

後．中堅・若手としてそれぞれに活躍している．

生まれたばかりの赤ん坊は小学 4・5年生．10 年

は個々人にとっては，これだけの重みのある時間

だ．ましてや家族や親族，友人を亡くした方々，

家を失って長期の避難生活を余儀なくされた方々

にとって，この 10 年はどんな歳月だったろうか．

　東日本大震災と東京電力福島原発事故を経験し，

あたかも「戦場」のような，「焦土」のような被

災現地をまのあたりにした多くの人々が，衝撃の

中で，連日のように続く余震の中で，今度こそ日

本社会の再生だ，地域社会の本当の再生だと，夢

見たのではなかっただろうか．

　しかし，津波被災地と福島原発事故の被災地の，

その後の 10 年の現実はどうだろうか．ハードの

復旧・復興事業のほとんどはほぼ完成した．宮城

県山元町，名取市，仙台市，石巻市，女川町，南

三陸町などの被災地では，プラモデルのような，

張りぼてのような無機質な空間がひろがっている．

ぬくもりやさざめき，賑わいはほぼ絶えて久しい．

　被災者は親しい家族や親族，友人を失い，家を

失い，居場所を失い，故郷を失い，生業のよりど

ころを失った(本特集本間論文・藤川論文参照)．

津波が流したものは死者や行方不明者の数，倒壊

家屋数などの数字では示すことができない．福島

原発事故が汚染したもの，引き裂いたものも，到

底貨幣換算することはできない．家族や親族が，

コミュニティが分断され，引き裂かれてきた．被

災者・避難者の一人一人が，どれだけ苦しく，に

がく，重い，様々の選択を強いられてきたことか

(今井ほか 2021)．

　犠牲の大きさに比して，被災者・避難者が，地

域社会が得たものは余りに少ない．被災地の多く

で「まちとくらしの持続可能性の再建」という住

民の期待は裏切られ続けた(本特集中澤論文参照)．

　2．環境研究と防災研究はどうあるべきか

　本誌の編集同人や日本環境会議に集う研究者の

多くが，発災後精力的に現地に入り，丹念な現地

調査を行ってきた．特集「東日本大震災と原発事

故」は，〈シリーズ 43〉にも及ぶ．ほぼ毎号小特

集を組み，現地調査にもとづく提言を行ってきた．

　本号では，同様に被災者の声を拾い上げてきた

社会学者に寄稿を依頼した．読者は，社会学のま

なざしを追体験することができるだろう．

　被災地コミュニティの住民の視点からの調査研

究が不可欠だという点において，社会科学的な環

境研究と災害・防災研究には，多くの類似点があ

り，親和性がある．

　日本における環境社会学研究者の原点に位置す

る飯島伸子は，公害問題における加害性を重視す

る観点から，「自然現象」という側面が強く，加

害性が問えない自然災害と人為的災害としての公

害を明確に峻別していた．飯島は社会的災害の中

に，自然災害を含んでいなかった(原口 2010)．

自然災害の場合に生じるのは一般に破壊(���
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